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やちゅうじ
青龍山 野中寺

所在地：八尾市久宝寺 5-4-8
最寄駅：JR 大和路線「久宝寺」駅　北へ約 500m
見学：境内は自由
TEL：072-923-4235

　許麻神社は、八尾市内に3箇所ある寺内
町の1つである久宝寺寺内町の顕証寺の
西隣りにあり、創立は不詳であるが、「延
喜式」神名帳には小社に列せられており、
今から1100年以前より存在していた由緒
ある神社である。江戸時代には｢久宝寺の
牛頭天王｣と呼ばれていた。許麻は高麗に
通じ、この地は古くは「巨麻荘（こまのしょ
う）」または「許麻荘」といい、高麗からの
渡来民族が多く住み着いていたが、大狛
連（おおこまのむらじ）の本拠地だったと
言われている。彼らが祖霊として祭祀した
のが、後に神社として祀られ、社名に「コ
マ」が残ったと思われる。また、かつては、
この神社と同じ敷地内に「久宝寺観音院」
が宮寺としてあり、この寺の創建は聖徳太
子が建立された「久宝寺」に遡るが、戦国
時代、松永弾正久秀の兵火に罹り、灰燼と

化した。幸い聖徳太子自作と伝わる本尊の
11面観音は難を逃れ伊賀の国に疎開した
が、紆余曲折を経て、現在は同じ久宝寺に
ある念仏寺に安置されている。久宝寺観音
院は寛文7年（1677）再興されたが、明治
初年の神仏分離により廃寺となった。社殿
は1間社流造銅板葺きで、建立は天正10
年（1582）に社殿改建の記録が残ってい
るが、その後幾度となく改建・修復がされ
たが、近年では昭和44年（1969）不審火
で焼失し、現在の社殿は2年後の昭和46
年（1971）に鉄筋構造で再興されている。
「手水舎」は久宝寺が寛文7年（1667）に
再興された時の「鐘楼」が保存されている
ものである。神社の通りを隔ててある「許
麻橋地蔵」は天文21年（1552）亡父の追
善供養のために建立されたが、現在では
安産地蔵と言われている。　（新田俊明）

所在地：羽曳野市野々上 5-9-24
最寄駅：近鉄南大阪線藤井寺駅下車
　　　　近鉄バス約 10分　野々上バス停すぐ
拝観：境内自由（仏像拝観は毎月18日9：30～16：00
　　　　　　　　拝観料300円）
TEL：072-953-2248

　バスを降りると、変形交差点の一角に朱塗り
のこじんまりした山門が出迎えるように建って
いる。境内に入ると、右手に金堂跡、左手に塔
跡がある。正面奥の本堂（龍護殿、江戸初期の
再建）はかつての講堂跡に建てられ、法隆寺式
伽藍配置として、国の史跡に指定されている。
　寺伝によると、飛鳥時代に聖徳太子の命を
受けて蘇我馬子が造営したと伝えられ、創建
当時は竹内街道近くに南大門をおく大寺院
であった。聖徳太子ゆかりの河内三太子の一
つで「中の太子」と呼ばれている。南北朝時
代に兵火により焼失し、江戸初期の寛文年間
に律宗僧侶の修行道場、律宗本山野中寺と
して再興された。
現在残っている僧坊（比丘寮、沙弥寮）およ
び食堂、方丈等は、僧侶の学校の遺構として
貴重なもので、大阪府指定文化財。比丘寮、
沙弥寮、食堂は簡素であるが、当時の僧侶の

生活をしのぶことができる。方丈は、郡山藩
柳澤侯の別邸を移築したもの。
寺宝として、白鳳期の金銅弥勒菩薩思惟半
跏像、鎌倉期の地蔵菩薩像（いずれも重要文
化財）、本尊の薬師如来坐像などがある。ま
た、歌舞伎や文楽で知られるお染久松の墓も
残されている。比丘寮前のサザンカはお染の
生家から移されたものと伝えられ、大阪府天
然記念物指定。
　野中寺の東に広がる野々上遺跡では、大
型の建物群の跡が発見され、野中寺の造営
や維持管理に携わった渡来系氏族の船氏が
居住していたところと推定される。さらに同遺
跡内には、当時の野中寺に使用されていた
屋根瓦を焼いたとみられる下田池瓦窯跡も
検出されている。　　　　　　（鶴田晴子）

※河内三太子：「上の太子」は叡福寺（南河内郡太子町）、
　「下の太子」は大聖勝軍寺（八尾市太子堂）
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